工事成果書の記載要領

●記 載 要 領

	項        目
	内                    容

	井戸の深度
	地表面から井戸孔底までの深さを記入してください。

	ストレーナーの位置
	地表面からストレーナーの上端と下端までの深さを記入してください。不明の場合は、概数を記入してください。なお、ストレーナーとは、帯水層から地下水を採取するために井戸の側管に多数の孔を開けた部分をいいます。

	静 水 位
	ポンプを静止している時の地下水の水位で、地表面から井戸内の水面までの深さを記入してください。


	動 水 位
	ポンプを運転しているときの地下水の水位で、地表面から井戸内の水面までの深さを記入してください。

	自 噴 量
	自噴している場合に記入してください。

	採取期間
	井戸を採取している期間を月で記入してください。通年使用の場合は「１月～１２月」となります。

	平均１日揚水時間
	採取期間を通じて平均１日あたりのポンプ運転時間を記入してください。ポンプの種類は概ね以下のように区分されますが、これ以外のものである場合もその種類を記入してください。

	揚水機の原動機出力
	モーターの場合は出力をｋＷで、発動機の場合は出力をＨＰで記入してください。原動機のネームプレートに出力が記載してあります。

	吸込口の位置
	地表面からポンプの吸込口までの深さを記入してください。水中ポンプを使用する場合は水中ポンプの設置位置がポンプの吸込口となります。渦巻きポンプを使用する場合は、吸水管の先端がポンプの吸込口となります。

	井戸の地質
	ボーリング柱状図から井戸の地質状況を記入してください。

	深    度
	地表面を基準としてください。ボーリング柱状図を添付したときは、記入の必要はありません。

	揚水試験、水質分析等の結果
	揚水試験あるいは水質試験をした場合、その試験結果の概要を記入してください。揚水試験、水質試験の結果表を添付したときは、記入する必要はありません。


工事成果書
住所
氏名又は名称
及び代表者の氏名

電話

	井戸の所在地
	南陽市                              番地

	工事着手年月日
	令和   年   月   日
	工事完了年月日
	令和   年   月   日

	井戸の深度
	ｍ
	井戸の口径
	ｍｍ

	ストレーナー位置
	          ｍ～          ｍ             ｍ～            ｍ

	
	          ｍ～          ｍ             ｍ～            ｍ

	静水位
	               ｍ（令和      年      月      日測定）

	動水位
	               ｍ（令和      年      月      日測定）

	自噴量
	          ｍ３／日（令和      年      月      日測定）

	平均１日採取量
	年間総揚水量            ｍ３
年間揚水日数            日

	採取期間
	月～      月
	平均１日揚水

時間
	時間

	揚水機の吐出口

の断面積
	（吐出口の口径 ：       ｃｍ）２
４

	揚水機の種類
	
	揚水機の原動機出力
	ｋＷ・ＨＰ

	揚水機の能力
	ｍ３／分
	吸込口の位置
	ｍ

	用途
	

	井戸の地質

	深度（ｍ）
	層厚（ｍ）
	地層名（色調）
	深度（ｍ）
	層厚（ｍ）
	地層名（色調）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	揚水試験・水質分析等の結果


ｍ３／日
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